青山荘　　フェイスシート

平成18年　8月　7日　担当：　山田　

	入　所　者
	氏　名　　村上　元道　　　　様　　　　　男・女　　　　昭和　45年　7月　10日生（35歳）

	
	〒031-0111　　　住　所　八戸市南郷区大字市野沢字家口山11-1　　　　　電話　0176-82-3472　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	平成5年頃
	罹 患 期 間
	約　13　年　

	
	入院回数
	　　　　　3回
	延べ入院年数
	　　　　　約7年8ヶ月

	医療機関
	　青南病院　（主治医　　川端Dr　　　）
	外来受診日
	毎週火曜日（週　1　回）

	医療区分
	　生保　（生活扶助　月額　約7.3万円）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（1級）

	経済状況
	年金　級（月額　約　　万円）

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	　青南病院デイケア

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	Ｈ　18年　2月　11日
	身長
	168．0cm
	体重
	64.4kg

	最終学歴
	光星学院高等学校
	免許・資格
	危険物取り扱い（丙）、ガス溶接、トレース技能（3級）、第2種電気工事士

	職歴
	関電工地中線（千葉）、ハイテック（東京）、日研総業（千葉）、田中建設（千葉）、初見電設（茨城）

日研総業（栃木）、日総工産（千葉）、イトーヨーカドー（八戸）、八戸額装（八戸・職親）

	保　護　者
	氏　　名　　　村上　実　　様　　　　　　　続柄　　父　　（同居　・否）

	長期目標

・一人暮らしが行えるように日常生活を送るための日常生活動作・生活リズム・服薬管理の確立を図る。

・日中生活する場、相談する場、支援する場などの単身生活に向けた環境整備を行う。

・就労に向けた対人能力、作業能力などの確立。

	入院・治療歴　　

	Ｈ5.5～Ｈ9.11

Ｈ9.11～Ｈ12.4

Ｈ12.4～Ｈ12.5

Ｈ12.5～Ｈ14.6　

Ｈ14.6～Ｈ18.2
	入院

入院

通院
入院
	青南病院

青南病院

獨協医科大学病院

青南病院

青南病院
	＊経済的（入院費の未払い）な理由で退院

＊H12.3服薬中断し症状再燃

＊2週間分の処方をまとめて服用し、昏睡状態となる。

＊青山荘入所しながら通院

＊「死にたいと思った」と神奈川へ無断外出する

	生活歴

S45南郷村にて同胞5名第3子として出生。光星学院高等学校卒業し就職。しかし、短期間で退職し、どの後も職を転々とする。H5.3頃仕事が決まらず岩手県北上市に転居。平成5年4月パチンコ屋に寄った際、通帳・免許証・資格免許証の盗難に遭う。以後帰郷するが、毎日引きこもるようになる。その頃より不眠、「お前は馬鹿だ。」「お前なんか死ね。」等の幻聴が出現し、夜間睡眠できなくなる。＊同年5月包丁を持って暴れ、警察・保健所同伴にて青南病院受診し入院。薬物療法など治療を行うが、経済的な事情により症状寛解しないまま退院となる。退院後は県外就労し生活するが症状が沈静化すると服薬中断する。平成12年4月幻聴出現、大量服薬により昏睡状態となり獨協医科大学病院へ緊急入院となる。退院後は家族との折り合いが悪い為伯父宅に世話になっていたが、自立したいと青山荘入所希望し、H12.8入所となる。青南病院へ通院加療を続けているが、被害妄想・イライラ感出現し、H14.6.26無断外出。神奈川の姉宅に向かっているとの連絡が入り、家族の説得にてH14.6.29帰八し、青南受診し入院する。その後症状は沈静化し、平成18年2月10日青山荘入所となる。

	[image: image1.bmp]家族構成



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

現在の保護者は父親。父、母、長男が南郷区の実家で同居しているが、父は親戚の借金の保証人となり、現在債務者となっている。その為自宅は電話が止まってしまうこともある。緊急時には長男の携帯に連絡することとなっている。長男は本人の事を毛嫌いしている様子で以前暴力を振るわれたこともあるとのこと。家で農業（タバコ）を営んでいる。

長女（公子氏）は横浜市で生活する。本人とは手紙などで連絡をとっているとのこと。本人と同じ宗教を信仰している。

弟氏（公二氏）は先日まで市内で叔父の家庭で生活していたが現在は埼玉で仕事を見つけ、働いているとのこと。金銭面での援助を目的とし、本人（青山荘）に連絡することがある。


	問題点
	介入方法

	①生活リズムが不安定である。
	・本人の話や観察、場合によっては記載（睡眠日記）をしてもらい、睡眠状態と気分の状態を把握する。

　（日中の活動と就床時間の関連性など）

・時間に遅れずに起床するためのその対処法を一緒に考える機会（面談）を設ける。

・夜間間食や嗜好品摂取が多い為、振り返りを行う。

（身体的なことや体重を気にするので関連付けて）

・生活リズムが崩れている時間に役割を入れたり、チェック表を記入するなど責任感や協調性など評価と結びつけ意識付けを行う。

・毎週の生活リズムを主治医に報告し、主治医から話していただいたり、処方薬の調整を行う。



	②対人技能の習得

　→うみねこ幸房の利用に関して

1） 自己評価は高く、目標が大まか

（→就労を急ぐ）

2） 他人に影響されやすい

3） 病状悪化時の対応

4） 職員へやや依存傾向
	1）生活状況・目標に対しての取り組みに対して評価を定期的に行う。（自己・他己・職員）自己評価は全般的に高い。本人に現在の振り返りを行っていただいたり、職員から具体的な場面設定を行い・振り返り、指摘することにより、小目標を挙げている。また、評価を点数化し、内容を細かくする事で意識付けをしている。

2）他人の話や評価を気にする傾向が強い。うみねこ幸房を利用した際も他人に影響され、生活に支障がないかを確認していく。（生活リズム・服薬・ギャンブル・金銭管理等）また、うみねこ幸房だけではなく、家族・宗教・生活保護費・デイケア等との接触も注意を払い支援・介入する。

3）日中の様子を観察しながら面談を行っている。本人も職員へ「今の自分ってどうですか？」と尋ねることもしばしば聞かれる。身体的な不調はすぐに相談・連絡する事は出来るが、精神的な症状に関しては周囲から知らせる必要がある。

4）相談時や緊急時には積極的に職員に話すことは出来る。しかし、「職員は助けてくれる人」という意識が強く、自分で行おうとする意識が低い。退所後にもすぐに相談できる環境整備と連絡方法を確立するが、自分で行えることは自分で行わなければならないと実際に行わせてみる。

＊主治医、デイケアなど関わる場により意見や態度も変化することから関係機関と連携し、情報共有する。また、それにより支援方法も細やかに検討する機会を設けていく。




　　　　　　　　　　平成　18年8月7日（月）

	氏　名
	村上　元道
	男・女
	生年月日
	　昭和　45年　7月　10日（35歳）


	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	平成18年月10日に青山荘入所。①服薬、②対人関係、③金銭管理に重点を置き支援する。職員の評価も気にしており、青山荘での新規入所プログラムや青山荘のプログラムには積極的に参加する。しかし、本人が「自分にとって関係のある」と感じたこと以外はあまり聞き入れようとせず、固執した考えを多く持っている。本人との結びつきに関してまず説明する必要があり、その都度説明する。

余暇は外出の機会も多く、入院中から仲の良い入所者と散歩へ出掛けたり、一人でも活発に買い物や外食へ出かけており、楽しみながら過ごしている様子も多く伺える。また、銀行や市役所の利用などは職員同行で手続きの方法などを助言し、一緒に行っており、一度行った事はある程度覚えている。

①現在は自己管理となっており、服用は食堂内で行っている。デイケアも含め一度も忘薬・怠薬はない。病識に関してはこれまでの生活や病歴もはっきりと振り返る事は出来ており、本人も認識できていると感じているが、ストレスの度合いや対人関係により乱れが生じる可能性も想定される為注意を促す。

②入所時は「苦手」という人が多く、他入所者との関わりは薄かったが、他人との交流を持ちたいという気持ちは強く伺えた。徐々に青山荘に慣れ、現在は自分からの話し掛けも多く、「対人関係」についての自己評価も高い。時折他人に対して強い口調で否定することがあり、職員が介入することもある。SSTや個別での対人技能訓練により、振り返りを行い、対人技能の習得は徐々に図れている。今後、うみねこ幸房にて就労に向けての作業能力や集中力、体力強化を図ると共に、主に対人関係に注目し、支援を行っていく予定。更に宗教との関わりも含め、家族との関係性も主治医と連携しながら観察していく。

③生活保護費受給費の変化に敏感であり、職員へ受給費に関してなど詳しく聞いている。受給費の変更があると過敏に職員へ詳しく説明を求めてくる。弟に金銭を要求され、手渡していた事もあったが、断るように促すと対処できていた。入所当初は浪費見られず、予定使用金額と大差なく消費していたが、「障害者加算」を加算するように手続きを行うと浪費が目立ち、更に他人に奢る、貸すといった問題行動も見られる。生活保護費に関して再度説明を行い、厳しく評価することで改善を図る。

また、本人は就労することを大きく意識しており、以前行っていた職親の体験利用まで急いでいる様子。他者と比べてしまう傾向があり、青山荘内では「自分は出来る。」と他人をやや見下してしまっていることもある。自己評価も高く、早く次のステップに進みたいという意向を持っているが、評価もより細かく行い、自己覚知し、焦らずに訓練を重ねていくように支援していく。




プラン計画者　氏名：　山田　忍　　　　　　　　　　　　　

南郷区在住





□　元（40）　　　南郷区在住





○　　公子（37）　神奈川県在住（事務職）





○　芙美子（27）　東京都在住（看護師）





□　公二（30）　　群馬県在住





母（65） 





　本人（36）





○　恵美子（33）　秋田県在住





父 （70）














































































































































































































